
イメージディレクター 
イメージコンサル開催⽅法

（社）⽇本パーソナルコーディネーター協会



持ち物:筆記⽤具、ファッション雑誌、のり、はさみ 

配布：テキスト1部  アイテムシート1枚 
           （レディースかメンズを選べます）



イメージコンサルの流れ

1、現状分析（悩み・課題・手持ちアイテム）

2、ゴール・目標設定（イメージ・状態・1年後）

3、現状とゴールとのギャップ

4、行動計画（診断・コーデ作成ワーク・ブランドの提案）

5、フォローと振り返り（1ヶ月フォローメール・セッショ
ン）



1、⾒た⽬に⾃信が持てます。 
2、似合うと好きをマッチングすることができます。 
3、どこで買えば良いか分かり、買い物時間が短縮されます。 
4、⾃分で服を選べるようになります。 
5、無駄な服がなくなります。 
6、（仕事において）お客様からの反応が良くなり「あなたにお願いしたい!」と 
 ⾔われます。 
7、（仕事において）売上アップにつながります。

ファッションを戦略的に取り⼊れて、⾒た⽬をマネジメントするメリット

テキストP1



1、現状分析（悩み・課題・手持ちアイテム）



テキストP2



3、気になるイメージは？（5つ） 

テキストP3

2、ゴール・目標設定（イメージ・状態・1年後）





テキストP4





3、現状とゴールとのギャップ

どうそのギャップを埋めていくかの説明 
ステップバイステップ



テキストP6×基本シート

4、行動計画（診断・コーデ作成ワーク・ブランドの提案）



③似合うアイテムは？

アイテムシート（レディース・メンズが選べます）

似合うアイテムを選んで切り、 
テキストに貼ります！ 
（のり・はさみ）

テキストP7



テキストP8〜P10

「仕事⽤ 1」「仕事⽤ 2」「プライベート⽤」と  
好きなコーディネートを 3 つ以上選んでもらいます。

テキストP11   気になる⼩物を 5~10 個



基本シートのP8〜10やzozoアプリを使い、ブランドやアイテムを提案。

アドバイス

テキストP12



5、フォローと振り返り（1ヶ月フォローメール・セッショ
ン）

1ヶ月フォローメール・セッションなどで 
現状とゴールのギャップが埋まっているか確認！ 

（例）1ヶ月間のコーデを見せてもらいアドバイス！ 
 
次のステップに上がるサービスを提供！ 


